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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第16期
第２四半期
連結累計期間

第17期
第２四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年９月30日

自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 16,065,235 16,428,801 33,302,830

経常利益 (千円) 591,261 1,210,405 2,123,041

親会社株主に帰属する四半期 
（当期）純利益

(千円) 389,048 450,171 1,078,028

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 386,949 451,025 1,072,229

純資産額 (千円) 6,765,960 7,582,620 7,316,002

総資産額 (千円) 26,038,900 24,843,293 25,114,109

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 32.47 38.21 90.01

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) 32.46 38.20 89.97

自己資本比率 (％) 26.0 30.5 29.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,479,233 2,409,475 3,164,764

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △480,932 △304,894 △831,317

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △863,681 △1,208,849 △2,341,557

現金及び現金同等物の四半期末(期
末)残高

(千円) 4,715,036 5,460,157 4,568,351
 

 

回次
第16期
第２四半期
連結会計期間

第17期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年７月１日
至 2018年９月30日

自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 13.05 11.11
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第２四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

 
(1）財政状態及び経営成績の状況

当社グループは、ブライダルマーケットにおけるシェア拡大戦略を展開すべく、施設のスタイルにこだわらず、

東京23区及び政令指定都市を中心とした利便性の高い場所で挙式・披露宴施設を運営する当社のほか、地方展開す

る当社100％子会社である株式会社エスクリマネジメントパートナーズ、並びにグループ内における挙式・披露宴施

設等の内装工事を請け負う株式会社渋谷を主軸にグループ経営を推進する体制を強化し、連結業績の最大化に向け

継続して取り組んでおります。

当第２四半期連結累計期間は、ブライダル関連事業において、前連結会計年度に開業した挙式・披露宴施設の通

期稼働に加え、既存店も堅調に推移いたしましたが、一方で、一部事業所において減損損失を認識しました。ま

た、建築不動産関連事業においては、前年同四半期には大型の不動産リノベーション物件の販売があったため、減

収となりました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高16,428百万円(前年同四半期比2.3％増)、営業利益

1,234百万円(同98.4％増)、経常利益1,210百万円(同104.7％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益450百万円(同

15.7％増)となりました。

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

（ブライダル関連事業）

前連結会計年度に開業した広島市及び渋谷区の挙式・披露宴施設２施設の稼働に加え、既存店も堅調に推移い

たしました。また、新規開業に伴う先行費用が減少いたしました。

その結果、ブライダル関連事業の売上高は14,807百万円(前年同四半期比9.4％増)、セグメント利益は1,742百

万円(同76.7％増)となりました。

（建築不動産関連事業）

前年同四半期には大型の不動産リノベーション物件の販売があったため、減収となりました。

その結果、建築不動産関連事業の売上高は1,620百万円(前年同四半期比35.8％減)、セグメント利益は38百万

円(同81.6％減)となりました。

　

当第２四半期連結会計期間末における資産総額は24,843百万円となり、前連結会計年度より270百万円減少してお

ります。これは主に、現金及び預金が841百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が143百万円減少したこと、完

成工事未収入金が101百万円減少したこと、建物及び構築物が830百万円減少したこと等によるものであります。負

債総額は17,260百万円となり、前連結会計年度より537百万円減少しております。これは主に、１年内返済長期借入

金が275百万円減少したこと、前受金が555百万円増加したこと、長期借入金が665百万円減少したこと等によるもの

であります。純資産は7,582百万円となり、前連結会計年度より266百万円増加しております。これは主に、親会社

株主に帰属する四半期純利益450百万円を計上したこと、配当を71百万円実施したこと等によるものであります。
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　(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前連結会計年度末に

比べ891百万円増加し、5,460百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は2,409百万円（前連結会計年度は1,479百万円の収入）となりました。その主な

内訳は税金等調整前四半期純利益700百万円、減価償却費773百万円、減損損失509百万円、売上債権の減少額245

百万円、前受金の増加額555百万円があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は304百万円（前連結会計年度は480百万円の支出）となりました。その主な内訳

は有形固定資産の取得による支出313百万円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により支出した資金は1,208百万円（前連結会計年度は863百万円の支出）となりました。その主な内

訳は長期借入れによる収入400百万円、長期借入金の返済による支出1,341百万円、配当金の支払による支出71百

万円があったこと等によるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

　

(5）施行、受注及び販売の実績

①施行実績

当第２四半期連結累計期間の挙式・披露宴施行件数の実績は、次のとおりであります。

区分 施行件数（組） 前年同四半期比（％）

ブライダル関連事業 4,502 108.4
 

 

②受注状況

当第２四半期連結累計期間の受注件数及び残高の状況は、次のとおりであります。　

区分 受注件数(組)
前年同四半期比

(％)
受注件数残高(組)

前年同四半期比
(％)

ブライダル関連事業 5,209 100.3 5,671 106.8
 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

EDINET提出書類

株式会社エスクリ(E24017)

四半期報告書

 4/20



第３ 【提出会社の状況】

 

 
１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 45,648,000

計 45,648,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2019年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,983,800 11,983,800
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株と
なっております。

計 11,983,800 11,983,800 ― ―
 

(注)　「提出日現在発行数」欄には、2019年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 2019年７月１日～
 2019年９月30日

1,800 11,983,800 356 607,344 356 565,344
 

(注)　新株予約権(ストックオプション)の行使による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

 2019年９月30日現在
 

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社ブロックス 東京都中央区銀座５丁目６－12 3,050,000 26.01

ＧＯＬＤＭＡＮ 　ＳＡＣＨＳ 　Ｉ
ＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ（ ゴ ー
ルドマン・サックス証券株式会
社）

イギリス・ロンドン
（東京都港区六本木６丁目10番１号　六
本木ヒルズ森タワー）

1,212,916 10.34

岩本　博 神奈川県川崎市中原区 1,027,100 8.75

吉岡　裕之 大阪府東大阪市 526,500 4.49

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 415,400 3.54

志野　文哉 東京都中央区 303,000 2.58

ＩＮＴＥＲＡＣＴＩＶＥ 　ＢＲＯ
ＫＥＲＳ　ＬＬＣ（インタラク
ティブ・ブローカーズ証券株式会
社）

アメリカ・コネチカット
（東京都中央区日本橋茅場町３丁目２番
10号）

290,700 2.47

株式会社ＳＨＩＢＵＴＡＮＩホー
ルディングス

奈良県生駒市菜畑町2313－451 250,000 2.13

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー
証券株式会社

東京都千代田区丸の内２丁目５－２ 220,000 1.87

岩本　眞弓 神奈川県川崎市中原区 180,000 1.53

計 － 7,475,616 63.75
 

(注) 2019年10月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社及びそ

の共同保有者である三菱ＵＦＪ国際投信株式会社及び三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社が2019年

９月30日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計期間末現

在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には反映しておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。
 

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(株)
株券等保有割合

(％)

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 162,100 1.35

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社
東京都千代田区有楽町一丁目番12番１
号

166,800 1.39

三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券株式会社

東京都千代田区丸の内二丁目５番２号 280,700 2.34
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 258,200
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,723,400
 

 117,234
 

―

単元未満株式 普通株式 2,200
 

― ―

発行済株式総数  11,983,800
 

― ―

総株主の議決権 ―  117,234
 

―
 

 

② 【自己株式等】

  2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社エスクリ
東京都港区西新橋二丁目14番
１号　興和西新橋ビルＢ棟

258,200 ― 258,200 2.15

計 ― 258,200 ― 258,200 2.15
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

 
１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,814,210 5,656,106

  受取手形及び売掛金 298,130 154,181

  完成工事未収入金 356,974 255,058

  販売用不動産 810,393 809,294

  商品及び製品 214,021 222,135

  原材料及び貯蔵品 107,062 116,716

  未成工事支出金 119,035 112,031

  その他 966,447 841,317

  貸倒引当金 △25,119 △30,037

  流動資産合計 7,661,156 8,136,804

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 9,783,411 8,953,411

   その他 2,398,761 2,289,127

   有形固定資産合計 12,182,172 11,242,538

  無形固定資産 87,910 56,641

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 3,624,885 3,630,634

   その他 1,586,068 1,803,899

   貸倒引当金 △28,084 △27,226

   投資その他の資産合計 5,182,869 5,407,307

  固定資産合計 17,452,952 16,706,488

 資産合計 25,114,109 24,843,293
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,464,035 1,515,733

  1年内返済予定の長期借入金 2,520,175 2,244,643

  未払金 986,082 1,009,166

  前受金 1,601,258 2,156,988

  未払法人税等 449,053 514,628

  その他 1,831,531 1,600,401

  流動負債合計 8,852,137 9,041,562

 固定負債   

  社債 390,000 360,000

  長期借入金 5,330,250 4,664,758

  資産除去債務 2,516,468 2,531,174

  その他 709,251 663,177

  固定負債合計 8,945,969 8,219,110

 負債合計 17,798,107 17,260,672

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 606,988 607,344

  資本剰余金 564,988 565,344

  利益剰余金 6,208,963 6,587,855

  自己株式 △64,041 △180,278

  株主資本合計 7,316,899 7,580,266

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 247 287

  為替換算調整勘定 △4,666 △3,853

  その他の包括利益累計額合計 △4,418 △3,565

 新株予約権 3,521 5,919

 純資産合計 7,316,002 7,582,620

負債純資産合計 25,114,109 24,843,293
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 16,065,235 16,428,801

売上原価 7,190,226 6,940,792

売上総利益 8,875,008 9,488,009

販売費及び一般管理費 ※1  8,252,835 ※1  8,253,378

営業利益 622,173 1,234,630

営業外収益   

 受取保険金 8,914 12,190

 その他 17,805 7,961

 営業外収益合計 26,720 20,151

営業外費用   

 支払利息 42,952 34,386

 その他 14,679 9,990

 営業外費用合計 57,631 44,376

経常利益 591,261 1,210,405

特別利益   

 新株予約権戻入益 551 53

 特別利益合計 551 53

特別損失   

 減損損失 ※2  ─ ※2  509,811

 特別損失合計 ─ 509,811

税金等調整前四半期純利益 591,812 700,647

法人税、住民税及び事業税 191,930 439,856

法人税等調整額 10,834 △189,381

法人税等合計 202,764 250,475

四半期純利益 389,048 450,171

親会社株主に帰属する四半期純利益 389,048 450,171
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 389,048 450,171

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △138 40

 為替換算調整勘定 △1,960 813

 その他の包括利益合計 △2,098 853

四半期包括利益 386,949 451,025

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 386,949 451,025
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 591,812 700,647

 減価償却費 765,300 773,690

 減損損失 ─ 509,811

 のれん償却額 15,619 462

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,020 4,059

 受取利息及び受取配当金 △7,703 △820

 受取保険金 △8,914 △12,190

 支払利息 42,952 34,386

 金融手数料 1,845 789

 売上債権の増減額（△は増加） 659,902 245,803

 たな卸資産の増減額（△は増加） 501,693 △18,695

 未成工事支出金等の増減額（△は増加） △100,136 7,004

 仕入債務の増減額（△は減少） △648,071 △41,143

 前受金の増減額（△は減少） 402,760 555,916

 未成工事受入金の増減額（△は減少） △88,085 37,118

 未払金の増減額（△は減少） △232,574 27,440

 未払消費税等の増減額（△は減少） 9,791 △13,951

 その他 52,663 △16,591

 小計 1,953,835 2,793,737

 利息及び配当金の受取額 835 788

 利息の支払額 △42,827 △34,843

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △441,524 △362,397

 保険金の受取額 8,914 12,190

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,479,233 2,409,475

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △11,400 ─

 定期預金の払戻による収入 13,200 ─

 有形固定資産の取得による支出 △488,444 △313,510

 資産除去債務の履行による支出 △16,126 ─

 無形固定資産の取得による支出 △8,288 △2,507

 敷金及び保証金の差入による支出 △38,486 △5,904

 敷金及び保証金の回収による収入 53,971 ─

 その他 14,640 17,027

 投資活動によるキャッシュ・フロー △480,932 △304,894
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 ─

 長期借入れによる収入 900,000 400,000

 長期借入金の返済による支出 △1,407,411 △1,341,024

 社債の償還による支出 △30,000 △30,000

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,425 603

 リース債務の返済による支出 △54,928 △49,956

 配当金の支払額 △71,796 △71,444

 その他 △969 △117,026

 財務活動によるキャッシュ・フロー △863,681 △1,208,849

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,800 △3,925

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 138,420 891,805

現金及び現金同等物の期首残高 4,568,019 4,568,351

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 8,596 ─

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,715,036 ※  5,460,157
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　当社グループは、運転資金等の柔軟な調達を行うため、金融機関と当座貸越契約及びコミットメントライン契約

等を締結しておりますが、当該契約には一定の財務制限条項が付されております。

　これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

当座貸越極度額及び
コミットメントライン契約等の総額

900,000千円 900,000千円

借入実行残高 ─千円 ─千円

差引額 900,000千円 900,000千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

  
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

地代家賃 1,924,774千円 2,022,280千円

給料手当 1,500,493千円 1,473,208千円

広告宣伝費 1,957,119千円 1,819,153千円
 

 
※２ 減損損失

前第２四半期連結累計年度(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

 
　該当事項はありません。

 
当第２四半期連結累計年度(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

 
　当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

(単位：千円)　

場所 用途 種類 金額

ラグナヴェール　
ＳＥＮＤＡＩ
（宮城県仙台市）

事業用資産 建物及び構築物他 509,811

 

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として事業拠点毎に資産のグルーピングを行っており

ます。

営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループの帳簿価格を回収可能価額まで減額し、当該減

少額を減損損失として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は次のとおりであります。

建物及び構築物 495,103千円

工具、器具及び備品 8,398千円

リース資産 6,309千円

合計 509,811千円
 

資産グループの回収可能価額については使用価値により測定しており、使用価値は将来キャッシュ・フローを

7.9％で割り引いて算定しております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

現金及び預金 4,949,490千円 5,656,106千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △234,454千円 △195,949千円

現金及び現金同等物 4,715,036千円 5,460,157千円
 

　

 
(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月15日
取締役会

普通株式 71,870 6.00 2018年３月31日 2018年６月５日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月13日
取締役会

普通株式 71,887 6.00 2018年９月30日 2018年12月10日 利益剰余金
 

　

当第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月14日
取締役会

普通株式 71,280 6.00 2019年３月31日 2019年６月４日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月12日
取締役会

普通株式 93,804 8.00 2019年９月30日 2019年12月９日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

ブライダル
関連

建築不動産
関連

計

売上高      

  外部顧客への売上高 13,539,774 2,525,460 16,065,235 ─ 16,065,235

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

─ 579,174 579,174 △579,174 ─

計 13,539,774 3,104,635 16,644,409 △579,174 16,065,235

セグメント利益 986,063 209,985 1,196,049 △573,875 622,173
 

(注)１．セグメント利益の調整額△573,875千円には、セグメント間の未実現利益の調整額9,304千円、のれん償却額　

△14,656千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△568,524千円が含まれております。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

ブライダル
関連

建築不動産
関連

計

売上高      

  外部顧客への売上高 14,807,942 1,620,859 16,428,801 ─ 16,428,801

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

─ 402,409 402,409 △402,409 ─

計 14,807,942 2,023,268 16,831,210 △402,409 16,428,801

セグメント利益 1,742,136 38,601 1,780,738 △546,108 1,234,630
 

(注)１．セグメント利益の調整額△546,108千円には、セグメント間の未実現利益の調整額10,095千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△556,203千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

  (単位：千円)

 
ブライダル
関連

建築不動産
関連 

調整額 合計

減損損失 516,674 ─ △6,862 509,811
 

(注)　減損損失の調整額△6,862千円は、有形固定資産に係る未実現利益の調整等であります。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 32円47銭 38円21銭

  (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 389,048 450,171

   普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益(千円)

389,048 450,171

    普通株式の期中平均株式数(株) 11,980,730 11,780,468

(2) 潜在株式調整後１株当たり純利益 32円46銭 38円20銭

  (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額(千円)

─ ─

普通株式増加数(株) 6,231 4,012

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

─ ─

 

 

２ 【その他】

　第17期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）中間配当について、2019年11月12日開催の取締役会におい

て、2019年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

 

    ①配当金の総額 93,804千円

    ②１株当たりの金額 ８円00銭

    ③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2019年12月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2019年11月12日

株式会社エスクリ

取締役会 御中

　

有限責任監査法人 トーマツ
 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 篠   原   孝   広 印

 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 萬         政   広 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エスク

リの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エスクリ及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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